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北
海
道
電
力
が
国
に
対
し
、
平
均

17
・
03
％
の
家
庭
向
け
電
気
料
金
値
上

げ
を
申
請
し
た
。
再
値
上
げ
を
め
ぐ
り

消
費
者
庁
は
９
月
２
日
に
消
費
者
と
の

意
見
交
換
会
を
札
幌
市
内
で
行
っ
た
。

出
席
者
か
ら
は
、
地
域
の
弊
害
を
抱
え

な
が
ら
原
発
依
存
を
続
け
る
北
電
へ
の

批
判
が
相
次
ぎ
、
値
上
げ
方
針
の
撤
回

や
脱
原
発
を
求
め
る
意
見
が
大
勢
を
占

め
た
。
北
電
の
経
営
努
力
が
見
え
な
い

中
で
、
道
民
の
批
判
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

原
発
が
事
故
を
起
こ
せ
ば
壊
滅
的
被

害
を
も
た
ら
す
。
北
電
自
ら
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
転
換
へ
の
道
を
つ
け
る
べ
き
だ
。

13日㈯　�道本部青年部第29回定期総会（～14日、
札幌市）

　　　　2015年度社会福祉評議会総会（札幌市）
14日㈰　2014年度公衆衛生集会（～15日、札幌市）
15日㈪　2015年度衛生医療評議会総会（札幌市）
20日㈯　2015年度現業公企評議会総会（札幌市）
　　　　女性部第29回定期総会(～21日、札幌市）
22日㈪　第26回執行委員会（札幌市）

９月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

500人が参加し、平和のあり方を考えた＝８月27日、札幌市

全国から約3200人が参加し活発な討論が行われた
＝８月28日、別府市

氏家委員長

自治労第87回

定期大会
『
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
』実
施
阻
止

北
の
大
地
か
ら
大
き
な
う
ね
り
を
つ
く
る

憲
法
９
条
は
世
界
の
憧
れ

長
が
、
人
事
委
員
会
勧
告
期

の
総
合
的
見
直
し
反
対
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
「
勧
告
を

さ
せ
な
い
こ
と
を
前
提
に
、

勧
告
が
避
け
ら
れ
な
い
場
合

の
対
策
強
化
が
必
要
」、
新

た
な
政
治
対
応
方
針
に
つ
い

て
「
中
道
・
リ
ベ
ラ
ル
勢
力

の
結
集
に
、
北
の
大
地
か
ら

大
き
な
う
ね
り
を
つ
く
る
」

と
発
言
し
た
ほ
か
、
41
県
本

部
41
人
が
、
給
与
制
度
の
総

合
的
見
直
し
、
政
治
対
応
方

針
を
中
心
に
発
言
し
方
針
が

補
強
さ
れ
、
本
部
提
案
が
可

決
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
自
治
労
基
地
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
「
集
団
的

自
衛
権
行
使
を
容
認
す
る
閣

議
決
定
に
反
対
し
、
安
倍
政

権
の
暴
走
を
許
さ
な
い
決

議
」
が
提
出
さ
れ
「
大
会
宣

言
」
と
と
も
に
採
択
し
た
。

　

来
年
の
本
大
会
は
石
川
県

金
沢
市
で
開
か
れ
る
。

　

具
志
堅
さ
ん
は
、「
遺
骨
を

掘
り
出
し
て
遺
族
に
返
す
こ

と
を
行
っ
て
き
た
が
、
名
前

が
わ
か
る
こ
と
は
5
％
し
か

な
く
名
簿
に
は
一
般
兵
の
名

前
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
国

と
し
て
は
対
応
で
き
な
い
状

態
だ
」
と
強
調
し
、「
国
は
戦

地
へ
送
っ
て
戦
死
さ
せ
遺
体

を
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
た
。

国
に
は
家
族
の
も
と
に
返
す

責
任
が
あ
る
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定

で
帰
す
こ
と
が
で
き
る
」
と

述
べ
た
。
さ
ら
に
、「
国
は
戦

争
責
任
を
取
れ
と
、
声
を
上

げ
る
こ
と
が
戦
争
に
ブ
レ
ー

キ
を
か
け
る
こ
と
に
繋
が

る
。
戦
争
を
起
こ
さ
せ
な
い

た
め
に
憲
法
９
条
を
手
に
し

た
。
憲
法
９
条
は
世
界
の

人
々
の
憧
れ
だ
。
こ
れ
を
手

放
す
の
は
間
違
い
だ
。
戦
争

を
す
る
こ
と
は
い
け
な
い
と

い
う
気
持
ち
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

ら
な
い
」
と
訴
え
た
。
ま
た
、

「
７
月
１
日
に
安
倍
政
権
は

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
に

つ
い
て
閣
議
決
定
し
た
。
立

憲
主
義
に
反
す
る
民
主
主
義

に
対
す
る
暴
挙
だ
」
と
批
判

し
、「
戦
争
で
人
は
殺
し
殺
さ

れ
る
。
誰
で
も
犠
牲
に
な
る
。

平
和
の
大
切
さ
を
広
め
育
て

て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
。
連

合
北
海
道
と
し
て
も
広
く
道

民
と
連
携
し
、
平
和
で
民
主

的
な
社
会
の
実
現
に
む
け
、

平
和
を
つ
く
り
育
て
て
い
く

運
動
を
展
開
す
る
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

　

具
志
堅
隆
松
・
沖
縄
戦
遺

骨
収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ガ

マ
フ
ヤ
ー
」
代
表
が
、「
～
集

団
的
自
衛
権
と
沖
縄
～
今
、

遺
骨
収
集
か
ら
平
和
を
考
え

る
！
」
と
題
し
講
演
し
た
。

は
、「
特
定
秘
密
保
護
法
成
立

の
撤
退
を
求
め
る
運
動
と
、

憲
法
解
釈
変
更
に
よ
る
集
団

的
自
衛
権
行
使
容
認
は
許
さ

な
い
取
り
組
み
を
行
い
、
戦

争
の
で
き
る
国
に
し
て
は
な

　

連
合
北
海
道
は
８
月
27

日
、「
第
１
回
「
平
和
を
考
え

る
集
い
」
を
か
で
る
27
ホ
ー

ル
で
開
き
、
５
０
０
人
が
参

加
し
た
。

　

工
藤
・
連
合
北
海
道
会
長

が
提
案
さ
れ
た
。

大
会
２
日
目

　

２
日
目
の
質
疑
討
論
で

は
、
蒲
池
・
道
本
部
財
政
局

ラ
ル
』
勢
力
の
結
集
を
実
現

す
る
重
要
な
選
挙
戦
だ
。
政

治
の
危
機
的
状
況
を
共
有

し
、
自
治
労
全
体
が
一
致
団

結
し
て
取
り
組
も
う
」
と
力

強
く
決
意
を
述
べ
た
。

　

報
告
に
対
す
る
質
疑
で

は
、
藤
盛
・
道
本
部
副
委
員

長
が
「
保
育
士
の
処
遇
改
善

を
全
体
課
題
と
し
て
取
り
組

む
べ
き
」
と
意
見
反
映
し
た

ほ
か
、
14
県
本
部
14
人
か
ら

各
報
告
に
関
す
る
質
疑
な
ど

の
討
論
を
受
け
採
択
、
承
認

さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
組
織
拡
大
で
１

年
間
の
組
織
拡
大
実
績
の
上

位
３
県
本
部
と
し
て
、
道
本

部
が
新
潟
県
本
部
に
次
ぐ
２

位
と
紹
介
さ
れ
、
代
表
し
て

山
上
委
員
長
が
表
彰
を
受
け

た
。
新
規
加
盟
組
合
の
紹
介

で
は
、
北
海
道
か
ら
函
館
公

共
サ
ー
ビ
ス
労
組
と
北
海
道

医
療
生
協
職
員
労
組
が
そ
れ

ぞ
れ
紹
介
さ
れ
あ
い
さ
つ
し

た
。

　

そ
の
後
「
当
面
の
闘
争
方

針
」
、「
新
た
な
政
治
対
応
方

針
」
、「
２
０
１
５
年
度
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
予
算
」

大
会
１
日
目

　

自
治
労
本
部
・
氏
家
委
員

長
は
、『
給
与
制
度
の
総
合
的

見
直
し
』
に
つ
い
て
、「
２
０

１
５
年
１
月
か
ら
実
施
す
る

と
の
勧
告
が
な
さ
れ
た
こ
と

は
遺
憾
だ
。
実
施
見
送
り
を

求
め
組
織
の
総
力
を
挙
げ
た

取
り
組
み
を
進
め
る
」
と
強

調
し
、
人
事
院
勧
告
、
臨

時
・
非
常
勤
等
職
員
の
処
遇

改
善
、
集
団
的
自
衛
権
行
使

容
認
阻
止
、
脱
原
発
社
会
の

実
現
、
新
た
な
政
治
対
応
方

針
な
ど
に
つ
い
て
あ
い
さ
つ

し
た
。

　

政
治
対
応
に
つ
い
て
は
、

「
安
倍
政
権
が
繰
り
広
げ
る

強
権
的
・
暴
走
す
る
政
治
を

食
い
止
め
る
た
め
、『
中
道
』

『
リ
ベ
ラ
ル
』
勢
力
の
結
集

は
必
要
不
可
欠
か
つ
急
務

だ
。
２
０
１
５
年
の
統
一
自

治
体
選
挙
は
、『
中
道
』『
リ
ベ

　

８
月
28
日
～
29
日
、
自
治
労
第
87
回
定
期
大
会
が
大

分
県
別
府
市
の
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
、
代
議
員

と
傍
聴
者
を
含
む
、
約
３
２
０
０
人
（
女
性
代
議
員
数

２
１
３
人:

26
・
５
％

:

北
海
道
か
ら
１
２
２
人
内

女
性
27
人
）が
全
国
か
ら
参
加
し
た
。
中
間
年
大
会
は
、

昨
年
の
大
阪
大
会
で
決
定
し
た
運
動
方
針
の
中
間
総
括

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、「
当
面
の
闘
争
方
針
」
な
ど
４
議
案

が
提
案
さ
れ
た
。
議
論
は
人
事
院
の
「
給
与
制
度
の
総

合
的
見
直
し
」
や
「
新
た
な
政
治
対
応
方
針
」
を
中
心

に
活
発
な
討
論
の
結
果
、議
案
は
す
べ
て
可
決
さ
れ
た
。

自治労北海道本部
第56回 定期大会

８：30 受付
９：00 開会

ホテルポールスター札幌
札幌市中央区北４条西６丁目

９：00 再開
16：30 閉会

９ 25月 日㈭

26日㈮
チ
ー
ム
福
山
市
職
連
、
知

内
町
職
が
前
回
準
優
勝
の

高
松
市
職
連
に
勝
利
し

た
。
札
幌
市
職
連
は
今
回

優
勝
し
た
高
崎
市
職
労
を

初
戦
で
苦
し
め
る
な
ど
、

い
ず
れ
も
奮
闘
し
た
が
一

歩
及
ば
な
か
っ
た
。

【
詳
し
い
結
果
は
特
設
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
】

　

９
月
５
～
７
日
、
札
幌

市
・
江
別
市
で
「
第
28
回

全
国
野
球
優
勝
大
会
」
が

開
か
れ
た
。
優
勝
は
高
崎

市
職
労
（
群
馬
）、
準
優

勝
は
久
留
米
市
労
連
（
福

岡
）
と
な
っ
た
。

　

北
海
道
代
表
チ
ー
ム

は
、
白
糠
町
職
が
強
豪
を

抑
え
ベ
ス
ト
４
入
り
、
北

広
島
市
職
労
が
前
回
優
勝

白
糠
・
北
広
島
・
知
内
・
札
幌
一
歩
及
ば
ず

第28回
全国

野球大会

新規加盟紹介であいさつす
る、左から函館公共サービス
労組・工藤委員長、北海道医
療生協労組・山崎委員長

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　渡部　裕幸

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。
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９
月
５
日
か

ら
６
日
に
か
け

て
旭
川
市
で
、

第
35
年
次
地
方

自
治
研
究
全
道

集
会
（
自
治
研

全
道
集
会
）
が

開
か
れ
た
。

　

厚
労
省
の
「
賃
金
構
造
基

本
統
計
調
査
」に
よ
る
と
、
所

定
内
給
与
額
の
対
前
年
比
は

２
０
０
９
年
か
ら
３
年
間
の

民
主
党
政
権
時
に
は
プ
ラ
ス

で
あ
っ
た
が
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
が
始
ま
っ
て
以
降
ま
た
マ

イ
ナ
ス
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

厳
し
い
地
方
財
政
、
人
口

減
少
社
会
も
加
わ
り
、
地
方

の
問
題
は
山
積
み
だ
。

　

政
府
は
地
方
に
も
「
世
界

で
一
番
企
業
が
活
躍
し
や
す

い
国
」
を
進
め
て
い
る
。
し

か
し
、
地
方
が
豊
か
に
な
る

こ
と
は
な
い
。
新
自
由
主
義

と
は
違
う
、
経
済
学
者
シ
ュ

ー
マ
ッ
ハ
ー
が
提
唱
し
た

「
地
域
の
技
術
」
と
い
う
視

点
が
必
要
だ
。

 

道
本
部
の
自
治
研
活
動
は

「
地
域
住
民
と
と
も
に
進
め

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
意
識
し

て
議
論
し
て
き
た
。

　

自
治
研
と
い
う
道
具
を
う

ま
く
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
れ
は
可
能
に
な
る
だ

ろ
う
。
最
後
に
本
集
会
に
む

け
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い

た
、
す
べ
て
の
方
に
対
し
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。

�

（
柳
田
基
貴
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

各単組・総支部から１年から３年の組合員が参加した＝8月25日

【
留
萌
地
方
本
部
発
】
８
月

25
日
、
留
萌
地
方
本
部
及
び

青
年
部
主
催
の
新
入
組
合
員

学
校
が
、
羽
幌
町
勤
労
者
研

修
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
地

方
本
部
を
構
成
す
る
増
毛
か

ら
天
塩
の
各
単
組
・
総
支
部

か
ら
採
用
後
１
年
か
ら
３
年

の
組
合
員
19
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

坂
本
地
本
執
行
委
員
長
の

あ
い
さ
つ
の
あ
と
、「
職
場
と

労
働
組
合
・
青
年
部
活
動
」

「
政
治
闘
争
・
平
和
運
動
に

つ
い
て
」「
生
活
改
善
闘
争
に

つ
い
て
」「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス 

～
働
き
続
け
る
た
め
に
必
要

な
コ
ト
～
」
の
四
つ
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
、
休
憩
を
は
さ

み
な
が
ら
、
約
5
時
間
に
わ

た
り
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
分
散
会
を
行
い
、

参
加
者
か
ら
は
、「
試
用
期
間

に
関
わ
ら
ず
、
業
務
研
修
の

た
め
公
用
車
を
運
転
さ
せ
ら

れ
る
の
は
不
安
」
な
ど
と
い

っ
た
声
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
星
野
地
本
青
年

部
長
が
総
括
と
と
も
に
あ
い

さ
つ
し
、「
私
た
ち
は
安
心
し

て
働
き
、
暮
ら
し
て
い
く
こ

と
を
追
求
す
る
権
利
を
も
っ

て
い
る
、
青
年
部
に
結
集
し
、

頑
張
っ
て
い
こ
う
」
と
話
し
、

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
締
め
ま

し
た
。
終
了
後
、
交
流
会
を

行
い
、
さ
ら
に
団
結
を
深
め

合
い
ま
し
た
。

（
留
萌
地
方
本
部
・
書
記

長
・
柿
崎
克
之
）

安
心
な
暮
ら
し
を
追
求
し
よ
う

　

今
年
の
全
道
保
育
集
会
も

無
事
終
了
し
ま
し
た
が
、
今

集
会
の
目
玉
の
一
つ
が
歌

手
・
作
曲
家
・
絵
本
作
家
の

「
中
川
ひ
ろ
た
か
」
さ
ん
の

コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。

　

保
育
関
係
者
の
間
で
は
有

名
で
す
が
、
中
川
さ
ん
は
日

本
初
の
男
性
保
育
士
（
当
時

は
保
母
）の
資
格
取
得
者
で
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
保
育

所
に
採
用
さ
れ
た
時
の
職
名

が
「
用
務
員
」
だ
っ
た
と
い

う
逸
話
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
40
年
近
く
経
っ

た
今
、
男
性
保
育
士
は
珍
し

く
な
い
時
代
に
な
り
、
子
ど

も
が
将
来
就
き
た
い
職
業
の

上
位
に
は
必
ず
保
育
士
が
入

っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
離
職
率
が

高
い
職
種
の
上
位
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
単
に

子
ど
も
を
預
か
る
だ
け
で
は

な
く
、
障
害
や
病
気
に
関
す

る
専
門
知
識
、
保
護
者
と
の

対
応
力
な
ど
、
求
め
ら
れ
る

能
力
に
対
し
て
低
す
ぎ
る
処

遇
が
原
因
な
の
は
明
ら
か
で

す
。

　

若
き
日
の
中
川
さ
ん
と
同

じ
く
保
育
士
に
憧
れ
る
子
ど

も
達
が
夢
と
希
望
を
失
わ
な

い
よ
う
、
処
遇
改
善
は
社
会

全
体
で
取
り
組
む
べ
き
重
要

課
題
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

チャレンジ チルドレン・ファースト！

処遇改善は
        重要課題

㊽

全道から160人が参加し、地域の未来を考え合った＝９月５日、旭川市

それぞれの地域での特徴的な取り組みを交流した＝９月５日、旭川市

『
意
外
に
簡
単
』自
治
研

第
35
年
地
方
自
治
研
全
道
集
会

　

安
倍
内
閣
が
「
地
方
創
生
」
と
言
い
出

し
た
が
、
地
域
自
ら
が
考
え
ず
、
地
域
自

ら
が
責
任
と
確
信
を
持
っ
て
実
行
し
な
い

地
域
政
策
は
、
決
し
て
成
功
し
な
い
。
国

が
、
期
限
を
区
切
っ
て
政
策
を
募
集
す
れ

ば
、
自
治
体
の
企
画
や
財
政
担
当
が
、
国

の
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
に
汲
々
と
し
、

慌
て
て
各
部
署
か
ら
寄
せ
集
め
た
事
業
を

申
請
す
る
。
こ
れ
で
は
地
方
は
元
気
に
な

ら
な
い
。

　

今
回
酷
い
の
は
、
出
産
適
齢
人
口
が
激

減
す
る
と
い
う
劇
薬
的
デ
ー
タ
ー
を
事
前

に
振
り
ま
い
た
こ
と
だ
。
こ
の
劇
薬
に
踊

ら
さ
れ
て
、
国
の
リ
ス
ト
ラ
的
政
策
に
翻

弄
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

地
域
づ
く
り
の
胆

は
、
ど
ん
な
悪
い
条

件
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
地
域
の
特
色
と

し
て
積
極
的
に
プ
ラ
ス
に
と
ら
え
、
そ
の

特
色
を
最
大
限
生
か
す
た
め
の
知
恵
を
自

ら
が
絞
る
こ
と
だ
。

�

（
９
月
７
日
、
秋
晴
れ
の
八
雲
に
て
）

国
の
政
策
に
翻
弄
さ
れ
て
は
な
ら
な
い

⑪

　

今
回
、
初
め
て
全
道
自
治

研
に
参
加
し
た
。

　

パ
ネ
ラ
ー
の
話
は
ど
れ
も

興
味
深
か
っ
た
が
、
特
に
美

瑛
町
の
「
世
界
で
最
も
美
し

い
村
連
合
」
の
話
は
世
界
に

発
信
で
き
る
、
地
域
住
民
を

巻
き
込
ん
だ
す
ご
い
取
り
組

み
だ
と
感
じ
た
。

　

「
意
識
や
も
の
の
見
方
」を

変
え
る
こ
と
で
、
地
域
の
活

性
化
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

は
、
帯
広
市
で
も
活
か
し
て

い
け
る
こ
と
だ
と
感
じ
た
。

集
会
に
参
加
し
て
、
自
分
は

自
治
研
を
必
要
以
上
に
難
し

く
考
え
て
い
た
こ
と
に
気
づ

い
た
。
組
合
員
同
士
で
議
論

し
、「
自
分
た
ち
の
仕
事
、
地

域
、
社
会
を
ど
う
し
て
い
け

ば
よ
い
の
か
」
話
し
合
う
だ

け
で
立
派
な
自
治
研
活
動
だ

と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。

　

渡
島
地
本
に
も
同
じ
こ
と

を
悩
ん
で
い
る
仲
間
が
い
る

の
で
、
し
っ
か
り
と
伝
え
て

い
き
た
い
。

　

今
回
、
レ
ポ
ー
ト
発
表
を

し
た
。
自
治
研
活
動
に
運
動

の
ウ
ェ
イ
ト
を
置
く
こ
と
が

難
し
い
な
か
、「
自
治
研
と
は

何
か
、
何
を
す
れ
ば
よ
い
の

か
」
解
ら
な
い
こ
と
が
課
題

だ
と
思
う
。
し
か
し
今
回
、

帯広市労連

八雲町職労

吉村智恵美さん

中村 達哉さん

■�

見
方
を
変
え
地
域

活
性
化

■�

話
し
合
う
の
も

「
自
治
研
」

参
加
者
の
声

　

９
月
５
日
～
６
日
、
旭
川

市
で
「
第
35
年
次
地
方
自
治

研
究
全
道
集
会
」
を
開
き
、

全
道
の
組
合
員
や
地
方
議
会

議
員
な
ど
、
１
６
０
人
が
参

加
し
た
。

　

難
波
・
道
本
部
副
委
員
長

は
「
日
本
創
生
会
議
か
ら
人

口
減
少
に
よ
り
約
５
割
の
自

治
体
に
消
滅
可
能
性
が
あ
る

と
報
告
さ
れ
た
が
、
大
切
な

こ
と
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
マ

チ
で
住
み
続
け
た
い
と
い
う

地
域
を
ど
う
つ
く
る
の
か
と

い
う
こ
と
。
今
ま
さ
に
地
方

自
治
体
そ
の
も
の
の
存
続
が

問
わ
れ
て
い
る
。
国
追
随
の

道
政
は
論
外
で
あ
り
、
地
方

自
治
体
自
ら
が
判
断
し
な
け

れ
ば
地
方
分
権
・
地
域
主
権

な
ど
あ
り
得
な
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

　

そ
の
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
「
人
口
減
少
の

下
で
地
域
の
未
来
を
考
え

る
」
を
テ
ー
マ
に
議
論
し
た
。

　

北
海
道
地
方
自
治
研
究

所
・
佐
藤
理
事
長
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
で
美
瑛
町
・
浜
田

町
長
か
ら
は
「
美
瑛
町
の
ま

ち
づ
く
り
」
、
旭
川
医
科
大

学
・
坂
本
教
授
か
ら
は
「
過

疎
化
・
高
齢
化
が
進
む
中
で

の
地
域
の
将
来
を
見
据
え

る
」
、
名
寄
市
立
総
合
病
院
・

松

島

事
務

部

長
か

ら

は

「
北
・
北
海
道
の
医
療
の
現

状
と
名
寄
市
立
総
合
病
院
の

役
割
」
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
ラ
ウ

ン
ド
ワ
ー
ク
西
神
楽
・
成
田

事
務
局
長
か
ら
は
「
旭
川
市

西
神
楽
地
域
の
『
高
齢
者
支

援
活
動
』
に
つ
い
て
」
、
そ
れ

ぞ
れ
提
起
が
あ
り
、
会
場
か

ら
の
質
問
を
交
え
な
が
ら
議

論
が
展
開
さ
れ
た
。

　

２
日
目
は
分
科
会
を
開

き
、
提
出
レ
ポ
ー
ト
56
本

（
45
地
本
・
単
組
・
総
支

部
）
か
ら
20
本
が
発
表
さ
れ

た
。
参
加
者
は
、「
北
海
道
の

産
業
と
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
考
え
る
」、「
地
域
住
民

と
と
も
に
歩
む
ま
ち
づ
く

り
」、「
子
育
て
か
ら
医
療
・

福
祉
・
介
護
な
ど
、
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
」、「
自
治
体
改

革
運
動
と
財
政
」に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
つ
い
て

議
論
し
た
。


